
 

 

 
 

 

京教済加入感謝企画①「ウトロ平和祈念館 見学ツアー」を実施しました。 

10月 29日(土)13:30近鉄京都駅または 14:00近鉄伊勢田駅集合、参加者は 8人でした。 

 

ウトロの祈念館の奇麗で明るいこと！一階のスペースで

は団体客を含む多様な人々の声がさんざめいている。２階

のウトロの歴史、3階の特別展示は「顔」の見える展示、い

ずれも素敵な空間であった。特に写真をもとに再現された

キムさんの部屋の机の上の明太子が写真より減っているの

が部屋をつくった人の遊び心が感じられて微笑ましかった

（勝手な思い込みかもしれないが）。祈念館で解説する声を

漏れ聞いた中で印象に残ったのは、日本では芸能人が政治

的な発言をするとバッシングを受けるけれど、韓国では芸

能人が支援に動き、それが世論を動かし政府を動かしウト

ロの土地を買い取るための資金援助につながったというこ

とだった。日本の芸能人の話としてすませられないと思う。 

その後、例の放火現場に行く。2021年8月に民家など７

棟を全半焼させた放火事件、「ヘイトクライム」の現場だ。

炭化した木の柱や捻じ曲がった鉄の棒が午後の温かい日の

光と青空の下で剝き出しになっている。戦時下に京都飛行

場建設のために集められた朝鮮にルーツを持つ人々の中で

戦後も現地に残った住民がいる。朝鮮戦争などの混乱で帰

国できなかったのか。1952年司法府からの通達で彼らは日

本国籍を一方的に喪失する。（何といっても1910年の韓国

併合によって朝鮮人は朝鮮人であることを許されず「日本

人」であったということを忘れるわけにはいかない。）その

後の立ち退きをめぐる様々な問題を乗り越えて現在に至る。 

そんな歴史的事実は目に入らなかったのだろうか。自分

より下に見下し憎しみをぶつけることで自らを保とうとし

たということか・・・本当のことはわからないけれど「ヘ

イトクライム」に共通するのはそんな心性なのかもしれな

いと思う。もしそうだとしたら、教育の現場にいる私たち

にとって他所の出来事ではない。 

炭の臭いがまだ幽かに残る焼け跡を後にして開けたとこ

ろに出る。道路わきのフェンスに沢山の政党ポスターが貼

られている。その一つに「決断と実行」「暮らしを守る。」

「新しい時代を皆さんとともに」とあった。皮肉ではなく

本当にそうであってほしいと思う。争いと分断の時代にし

てはならない。（MJ） 

以上が、ＭＪさんからの報告です。また参加者のＮさん

からは、「ウトロツアーありがとうございました。暗さを

感じさせない施設が心地よかったです。放火事件など、ま

だまだ差別問題は未解決な状態ですが、コミュニティの力

強さ、意気込みから前向きな勇気をもらいました。」との

感想も寄せられています。 

次の加入感謝企画「紅葉の裏大文字ハイキング」へのご

参加もよろしくお願いします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市立高校各校の教職員をつなぐ情報紙 

市高ニュース 

2022年11月12日 2022年度 第7号 

京都市立高等学校教職員組合 

℡075-771-1328 fax075-752-2148 

E-mail：kyotoshiko@sky.plala.or.jp 

2022京教済加入感謝企画第 2弾 京教済に加入していなくても参加できます 

「紅葉の裏大文字ハイキング」 

2022年 11月 27日(日)9:30 白川通今出川交差点北東角集合 遅くとも 15時までには下山予定 

京都市立高校の教職員なら、京教済未加入の方も、組合員でない方も参加できます。ご家族でどうぞ。 

参加費無料。事前に京都市高教組の電話(075-771-1328)でお申し込みください。 

あるいは、お名前と学校名を、kyotoshiko1951@gmail.comへお送りください。 

mailto:kyotoshiko1951@gmail.com


組合学校 2022の第 3弾、「新学習指導要領と観点別評価」を実施しました。 

10月 15日(土)、市高教組秋の教研も兼ねての実施となりました。 
 

市高の新課程カリキュラムの分析 

市高各校の学校紹介パンフの記述をもとに，学年ごとに

カリキュラム表を比較。一年次の大半は33または34単位。

学年進行に伴い単位数を減らす学校（堀川・堀川音楽・開

建），また選択科目の関係で一部の生徒の単位数が減ってい

く学校（紫野・美工・日吉・工学院・塔南）が目立ちまし

た。また，学校設定科目を設置し，複数の教科を持てるよ

うに工夫する学校もありました。新課程での大学入試の全

容がまだ判明しておらず，カリキュラムを決定した後で，

大学入試共通テストのあり方や，大学の入試科目が発表さ

れるなど，いわゆる「後出しジャンケン」状態が学校現場

の混乱を招いているとの指摘もありました。 

交流の中で，細かく選択科目を設置する学校とシンプル

なカリキュラムとなっている学校の差が目立ちました。音

楽･美工･工学院など専門分野を持つ学校は一定シンプルで

すが，普通科系でも，堀川・西京では生徒層が一定収斂し，

進路希望の幅も狭い(国公立大学進学シフト)ために，シン

プルな選択科目になっていることがわかりました。一番選

択科目の多かった日吉ケ丘高校は，かつて普通科単位制を

設置したときの「一人一人にあった時間割」のコンセプト

がまだ残っているのでは，と単位制立ち上げに関わった先

生からの指摘を受けました。また奏和高校の探究科目「ビ

ジテック」の現状を報告してもらい，各校のカリキュラム

の設置の目的など舞台裏も知ることができた貴重な交流で

した。  

観点別評価 各校の取り組みの交流 

本来評価は，生徒が自分の学力の現状を振り返り，教師

が授業改善に活かせるようなものがあるべき姿ですが，観

点別評価の現状がどうなっているか，特に主体性の評価を

どうしているかの交流から始まりました。市高数学科の取

り組みの中では多くの学校で，ノート提出や授業･単元の振

り返りの提出が増えて，教師の事務処理量が増えて業務を

圧迫しているとの報告。日吉ケ丘の国語科からの資料提供

では，提出物のＡＢＣ評価を決めるルーブリックの具体例

が出されました。それらを受けた議論の中で，主体性の評

価の妥当性・客観性を担保することはなかなか難しいので

はないかとの指摘も出されました。また，実際に評定を出

してみると「主体性」の影響で不認定が出にくくなったと

の報告を受けて，3観点を百点法に換算する「素点法」（今

回市高で共通して採用されている方法）と学力保障の取り

組みとの間に矛盾はないのかとの意見も出されました。 

 評価検討委員会等での議論の中で「授業のあり方」が取

り上げられることが多いとの指摘を受けて，グループワー

クや生徒が発表するゼミ形式などの形式が注目されるが，

基礎基本を定着させる場面では一斉授業の形式も大切なの

ではないか，との意見も出されました。単元の流れの中で，

基礎基本を定着させる場面，その知識を活用させる場面な

ど様々な場面で多様な形態の授業が選択されるものだと思

います。 

 新学習指導要領も観点別評価もまだまだ現在進行形です。

次年度は二学年に対象が拡大されます。 

今年度の取り組みの課題と成果を分析し，次年度につな

げていくことが必要です。市高教組でも引き続き情報収集

と研究･発信する取り組みを続けていきます。 

（文責：西京全 中谷） 

 

 

組合加入届 
私は、    年  月より京都市立高等学校教職員組合に加入します。 

     年  月  日 
      高校   氏名            

シリーズ・組合学校 2022 第 4弾は、11月 23日(水・祝)10時～12時 教育会館 3階会議室にて。テーマは 

公立の教育職員の給与等に関する特別措置法 

市高の現場に見る教育費保護者負担の実態     の 2本立てです。 


